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地域広報活動について-1
■取材を受けたときの対応

ＩＴコーディネータについての統一メッセージの発信

〜 各地で発信していく ITC情報がぶれないために 〜

<留意点>

◆記者が必ずしもITに精通しているとは限りません。

業界の専門用語は避けて、わかりやすい言葉で対応してください。

◆記事中に必ず「ＩＴコーディネータ」という資格名が明記されるように努めてください。

◆ＩＴコーディネータは資格名です。記事の中で、ＩＴコーディネーターと最後に「－」が入ら

ないことを伝えてください。

■統一メッセージ

ＩＴコーディネータ（ITC）とは

ITと経営に強いコンサルタント

■数字で語るＩＴコーディネータ

～ ＩＴコーディネータのアウトラインを一言で言うために ～

・人 数：日本全国各地に資格保有者が7,000人弱、その１/４がビジネスを

しています。

・顧客の業種：製造業が２０％強、流通・サービス業が各々２０％弱、

官公庁も５％。

・顧客の規模：売上２億円未満が３０％、2億円から10億円が３０％、

10億円超が４０％。

・ITCの年収：５００万円以上が１４０人、そのうち1,000万円以上が６０人

・ITCの年齢：平均で４５歳。



■発足の背景 (基本情報）

◆ＩＴコーディネータ制度の発足経緯は、1999年6月に通商産業省（現：経済産業省）の産業

構造審議会情報産業部会において、戦略的情報化投資を推進し日本経済の再生を支え

るべき人材として育成を提言されたＩＴコーディネータを支援するために、2001年2月に

ＩＴコーディネータ協会（ＩＴＣＡ）が設立されました。

経済産業省の施策のもとにスタートした制度であることが、資格の信頼性に繋がります。
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■広報テーマ
◆受賞

経済産業省主催の「中小企業IT経営力大賞」、「関西IT活用企業百選」の入賞企業に

携わったITCを中心にしたインタビュー取材を展開。 協会では中央から同テーマで発信し、

入賞した地域のメディアには各ITCが発信するという連携をはかります。

◆地域密着/地域貢献

ＩＴコーディネータは、地元の自治体、金融機関、諸団体等との関係を緊密にし、日本の産業

の競争力強化への貢献、地域の中小企業における「 IT経営の確立を支援する外部専門
家」

として位置づけされる人材としての役割を担っています。

⇒地域機関との連携したセミナーや実績を紹介していきます。

◆成功事例

ITCとユーザー企業のインタビューを通じて成功事例の紹介。

⇒同時に協会にも成功事例の連絡を。 協会の広報誌や、協会からメディアへ発信する

成功事例などに活用させていただきます。

■ITC自身の情報発信について
◆地元では、届出組織がいくつあり、、ITCは何人いて、どのような活動（地元金融機関との

連携、経営者研修会等）を展開しているのか、具体的事例、取材対応者（届出組織の

会長、ユーザー企業の社長等）紹介。



■具体的な記事化方法
１） 「ニュースリリースのサンプル」を活用

セミナー集客のための開催告知、当日取材誘致をします。

・・・ 掲載見本１ 開催告知記事

・・・ 掲載見本２ 取材記事

2）地元メディアのチェック

ITCに関係しそう欄やコラムを1週間分チェックし、ＩＴＣＡへ記事見本を送ってください。

協会から、アプローチしITCのインタビューをセッティングします。

・・・ 掲載見本３ 人物欄でのITC紹介

3）企業事例情報を協会に提供

①<業界経営者への広報> 協会が事例企業の業界紙誌⇒建設、観光、食品業界など、
企業の業種別メディアに取材アプローチをします。

・・・ 掲載見本４ 食品業界紙に食品業での事例紹介

②< ITCを紹介する連載企画>

・・・ 掲載見本5 週刊BCNの「ITCと事例紹介」連載企画記事

4）協会と連携プレー広報

①協会理事が出張の際、地元メディアのインタビューでITCを紹介します。

その時の取材記者名を伝えますので、その後に、その地域のITCの活動の紹介に

繋げていってください。

・・・ 掲載見本6 青森訪問時に地元紙に会長インタビューを実施

・・・ 掲載見本7  同紙の同記者によるセミナー取材

②東京（中央）でＩＴＣAからのイベント発表など（例：IT経営百選）をマスコミに発信した後
、同時に地方の組織（ＩＴＣ）にもＩＴＣAから発信します。

中央の情報をもとにした地方にふさわしい情報（例：地域での入選）を地元紙への発
信してください。 両者が連動することで効果的な広報を狙います。

⇒「IT経営力大賞」などの発表時でも連動していく。

・・・ 掲載見本8 福井新聞の地域入選記事
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資料-1（掲載見本）

■掲載見本1／セミナー開催告知記事
日本経済新聞（北陸版） 2007年6月23日

■掲載見本2／セミナー取材記事
神戸新聞 2007年10月20日

■掲載見本3／「人物紹介」欄
北海道新聞 2007年9月7日

１） 「ニュースリリースのサンプル」を活用

2） 地元メディア欄の人物紹介欄や該当しそうなコラム欄をチェック



資料-2（掲載見本）

■掲載見本4／業界紙
食品産業新聞 2007年6月18日

3）企業事例情報を協会に提供

①業界経営者への広報例
②ITCを紹介する連載企画

■掲載見本5／連載企画記事
週刊BCN 2007年9月17日



資料-3（掲載見本）

■掲載見本6／インタビュー記事
東奥日報 2007年10月14日

4）協会と連携プレー広報

出張地での関会長インタビュー

■掲載見本7／同地でのセミナー取材
東奥日報 2007年10月26日

関会長インタビュー後でのITC記事



資料-4（掲載見本）

■掲載見本8／地域入選記事
福井新聞 2006年10月4日



地域：千葉県

◆ＩＴコーディネータ：鬼澤健八（おにざわたけや）

大手プレハブ住宅メーカーに約20年勤務。その間、中堅ゼネコンに出向し「経営企画」

「IT企画・運営」などに携わる。2004年千葉県産業振興センターの嘱託で、ITCアドバイザ

ーとして県内中小企業を訪問助言。2005年に独立し、現在ＩＴコーディネータとして

中堅・中小企業のIT経営を支援する。

◆ユーザー：千代田漬物

千葉県にある創業32年の漬物総合問屋

卸売市場店頭販売30％、外商70％（県内約170店舗の販売）

住所/千葉市美浜区千葉県卸売市場内

設立年/昭和50年 社員数/20人

【ITCに対する柿澤社長のコメント】

「たった2週間で、私達以上に会社のことを知ってくれた。

経営者はいつも一人で決断する立場。ブレーン役が果たせるＩＴコーディネータの

存在は大きい。」

◆事例：「システムのリニューアルで社員のやる気を喚起」

【導入のきっかけ】

約10年前に販売管理システムを社長の独断で導入し、社員に押し付けた結果、うまく

使いこなせなかった。その経験から、システムのリニューアルを目指した千代田漬物は

IT導入のアドバイザーの必要性を感じ、千葉県産業振興センターからＩＴコーディネー

の紹介を受ける。

【導入後】

業績は、売上高が1億円増。在庫管理が適正になり、粗利益率が1％アップ。一方で、

社員には売上データを元に販売方式を工夫する動きも出てきた。「得意先の売上アップ

につながる提案をしたい。」 「地元の土産物店に千葉県らしい地元産の漬物を広め

たい。」というIT導入とともに、社員の力を伸ばすことにも成功した。

地域別事例集


